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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　７０ショア００未満の底部接触弾性率を有する粘着性のある製品を配送するための包装
体であって、
　上面と、前記上面にその長さ方向に沿って離間配置された複数の空隙とを有するキャリ
アテープを備え、前記空隙のそれぞれが、前記製品を操作可能に受容・支持できるサイズ
を有する、底部長さと底部幅とによって画定される底部を含み、前記底部が、前記底部長
さと前記底部幅との数学的結果として画定される底部表面領域と、前記底部表面領域の５
０％未満の隆起した接触表面領域を画定する表面形状とを有し、前記表面形状が、前記底
部の中央部を確定する領域を囲む突条を含み、前記中央部が、前記底部の中心を含み、且
つ前記底部表面領域の５％～２０％であり、前記突条が前記接触領域の１％～１５％を構
成する包装体。
【請求項２】
　前記キャリアテープは、テープ・アンド・リール包装システムで使用するように構成さ
れている請求項１に記載の包装体。
【請求項３】
　前記接触表面領域は、前記底部表面領域の２０％未満である請求項１に記載の包装体。
【請求項４】
　前記接触表面領域は、前記底部表面領域の１０％未満である請求項１に記載の包装体。
【請求項５】
　前記底部に開口を備える請求項１に記載の包装体。
【請求項６】
　前記開口は、前記中央部に配置されている請求項５に記載の包装体。
【請求項７】
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　前記接触表面領域は、前記底部表面領域の他の部分から２ｍｍ隆起している請求項１に
記載の包装体。
【請求項８】
　５０ショア００未満の底部接触弾性率を有する粘着性のある製品を配送するための包装
体であって、
　（ａ）上面と、前記上面にその長さに沿って離間配置された複数の空隙とを有するキャ
リアテープであって、前記空隙のそれぞれが、前記製品を操作可能に受容・支持できるサ
イズを有する底部を含み、前記底部が、底部表面領域と、前記底部表面領域の５０％未満
の区画された第１接触表面領域を画定する表面形状とを有するキャリアテープと、
　（ｂ）前記キャリアテープの前記上面に取り外し可能に固定可能な第１側部を有するカ
バーテープであって、前記第１側部が、前記製品に接触可能な接触部を有し、且つ前記カ
バーテープの前記接触部の５０％未満である区画された第２接触表面領域を画定する浮き
出し部を含む表面テクスチャを有するカバーテープと
を備える包装体。
【請求項９】
　前記キャリアテープ及び前記カバーテープは、テープ・アンド・リール包装システムで
使用するように構成されている請求項８に記載の包装体。
【請求項１０】
　前記第１接触表面領域は、前記底部表面領域の２０％未満である請求項８に記載の包装
体。
【請求項１１】
　前記第１接触表面領域は、前記底部表面領域の他の部分から隆起している請求項８に記
載の包装体。
【請求項１２】
　前記カバーテープは、前記粘着性のある製品を、前記空隙のそれぞれに対して操作可能
に封入する請求項８に記載の包装体。
【請求項１３】
　前記カバーテープは、前記キャリアテープの前記上面に接着固定可能である請求項８に
記載の包装体。
【請求項１４】
　（ａ）上面と、前記上面にその長さに沿って離間配置された複数の空隙とを有するキャ
リアテープであって、前記空隙のそれぞれが、底部表面領域と、前記底部表面領域の５０
％未満の隆起した第１接触表面領域を画定する表面形状とを有する底部を含む、キャリア
テープと
　（ｂ）５０ショア００未満の底部接触弾性率を有する製品であって、前記底部接触部は
、前記隆起した第１接触表面領域にのみ接触するように、それぞれの空隙に配置される製
品と、
を備える包装システム。
【請求項１５】
　前記キャリアテープの前記上面に取り外し可能に固定可能な第１側部を有するカバーテ
ープを含み、前記第１側部が、前記製品に接触可能な接触部を有し、且つ前記カバーテー
プの前記接触部の５０％未満である区画された第２接触表面領域を画定する浮き出し部を
含む表面テクスチャを有する、請求項１４に記載の包装システム。
【請求項１６】
　前記キャリアテープ及び前記カバーテープは、テープ・アンド・リール包装システムで
使用するように構成されている請求項１５に記載の包装システム。
【請求項１７】
　前記第１接触表面領域は、前記底部表面領域の２０％未満である請求項１４に記載の包
装システム。
【請求項１８】
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　前記製品は熱界面材料である請求項１５に記載の包装システム。
【請求項１９】
　前記製品は、５０ショア００を越える弾性率を有する上部接触層を含み、前記上部接触
層が、前記カバーテープに近接して配置されると共に前記製品が前記それぞれの空隙に配
向される請求項１８に記載の包装システム。
【請求項２０】
　５０ショア００未満の弾性率を有する底部接触部を有する製品を包装するための方法で
あって、
　（ａ）上面と、前記上面にその長さに沿って離間配置された複数の空隙とを有するキャ
リアテープであって、前記空隙のそれぞれが、前記製品を操作可能に受容・支持できるサ
イズを有する底部を含み、前記底部が、底部表面領域と、前記底部表面領域の５０％未満
の隆起した第１接触表面領域を画定する表面形状とを有する、キャリアテープを設けるこ
とと、
　（ｂ）前記製品を、前記製品の前記底部接触部が前記底部の前記接触表面領域にのみ接
触するように、前記空隙内に位置付けることと、
　（ｃ）前記キャリアテープの前記上面に取り外し可能に固定可能な第１側部を有するカ
バーテープであって、前記第１側部が、前記製品に接触可能な接触部を有し、且つ前記カ
バーテープの前記接触部の５０％未満である区画された第２接触表面領域を画定する浮き
出し部を含む表面テクスチャを有する、カバーテープを前記キャリアテープの前記上面に
固定すること
を含む方法。
【請求項２１】
　前記空隙のうち選択された空隙に配置された開口を含む請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記開口を介して前記製品に力を与えることによって、前記製品を前記空隙から取り外
すことを含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記力を、移動気流によって発生させる請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記力を、作動可能なピンを用いて与える請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　（ａ）上面と、前記上面に離間配置された複数の空隙とを有するキャリアであって、前
記空隙のそれぞれが、底部表面領域と、前記底部表面領域の５０％未満の第１接触表面領
域を画定し、底部表面から隆起した表面形状とを有する底部を含む、キャリアと
　（ｂ）７０ショア００未満の弾性率を有する底部接触部を有する製品であって、前記底
部接触部は、前記第１接触表面領域にのみ接触するように、それぞれの空隙に配置される
製品と、
を備える包装システム。
【請求項２６】
　前記第１接触表面領域は、前記底部表面領域の１０％未満である、請求項２５に記載の
包装システム。
【請求項２７】
　前記製品は、熱界面材料である請求項２５に記載の包装システム。
【請求項２８】
　７０ショア００未満の弾性率を有する底部接触部を有する製品を包装するための方法で
あって、
　（ａ）上面と、前記上面に離間配置された複数の空隙とを有する第１キャリアであって
、前記空隙のそれぞれが、該空隙の中で前記製品を操作可能に受容・支持できるサイズを
有する底部を含み、前記底部が、底部表面領域と、前記底部表面領域の５０％未満で、底
部表面から隆起した第１接触表面領域を画定する表面形状とを有する、第１キャリアを設
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けることと、
　（ｂ）前記製品を、前記製品の前記底部接触部が前記底部の前記第１接触表面領域によ
って支持され、前記底部表面から離間するように、前記空隙内に位置付けることと、
を含む方法。
【請求項２９】
　（ａ）上面と、前記上面に離間配置された複数の空隙とを有する第２キャリアであって
、前記空隙のそれぞれが、該空隙の中で前記製品を操作可能に受容・支持できるサイズを
有する底部を含み、前記第２キャリアが前記上面にほぼ対向している低面を含み、且つ前
記底面から隆起した第２接触表面領域を画定する接触部を含み、前記第２接触表面領域は
、前記底面の１０％未満である、第２キャリアを設けることと、
　（ｂ）前記第２接触表面領域が、前記第１キャリアの前記空隙に操作可能に配置された
前記製品に操作可能に接触するように、前記第２キャリアを、前記第１キャリアの前記上
面に積み重ねた配置で位置付けることと、を含む請求項２８に記載の方法。
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